




















豊
和
銀
行
支
部

　
７
月
29
日
、
４
年
ぶ
り
の
総
会
を
労
働

福
祉
会
館
ソ
レ
イ
ユ
及
び
花
邨
に
て
、
有

信
会
か
ら
松
原
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
新

入
行
員
を
含
め
20
人
の
会
員
が
集
い
開

催
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
終
始
和
気
あ
い

あ
い
と
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
会
を

進
行
し
た
。
恒
例

の
各
々
に
よ
る
近

況
報
告
タ
イ
ム
で

は
、
爆
笑
と
拍
手

の
嵐
が
起
こ
る
ほ

ど
盛
り
上
が
り
有

意
義
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き

た
。
来
年
度
の
開

催
と
再
会
を
約
束

し
閉
会
し
た
。

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
支
部

　
７
月
19
日
、ア
ル
マ
リ
ア
ン
福
岡
に
て
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
支
部
総
会
並
び
に
新

入
行
員
歓
迎
懇
親
会
を
、
母
校
か
ら
朔
学

長
、有
信
会
か
ら
川
畑
理
事
長
を
来
賓
に
、

会
員
１
０
５
人
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
。

懇
親
会
で
は
21
人
の
新
入
行
員
の
自
己
紹

介
が
あ
り
、
温
か

い
拍
手
で
迎
え

た
。熊
本
、佐
賀
か

ら
の
出
席
者
も
あ

り
会
員
同
士
の
親

睦
も
更
に
深
ま
っ

た
。
来
年
度
の
総

会
に
向
け
て
、
更

な
る
親
交
と
支
部

の
発
展
を
誓
い
合

い
散
会
し
た
。

大
分
銀
行
支
部

　
10
月
14
日
、
ト
キ
ハ
会
館
に
て
、
母
校

よ
り
檜
垣
教
務
部
長
、
有
信
会
よ
り
松
原

理
事
を
迎
え
、
第
25
期
大
分
銀
行
支
部
総

会
・
懇
親
会
を
、
Ｏ
Ｂ
会
員
を
含
め
総
勢

36
人
で
開
催
。
佐
藤
支
部
長
（
経
済
62
）

が
９
年
間
の
任
期
を
終
え
退
任
、
渡
辺
副

支
部
長
（
商
Ｈ
３
）
が
新
支
部
長
に
就
任

し
た
。
来
賓
か
ら
母
校
の
現
状
、
有
信

会
の
活
動
報
告
を
伺

い
、
母
校
を
想
い
出

し
な
が
ら
耳
を
傾
け

た
。
恒
例
の
豪
華
賞

品
の
抽
選
会
で
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、

校
歌
斉
唱
、
万
歳
三

唱
の
あ
と
閉
会
し

た
。

全国各地で職域支部、地域支部を開催
　有信会は、「学部同窓会」のほか、東京から沖縄
まで 62 の「地域支部」、36 の「職域支部」があり、
活発な同窓会活動を行っています。

支部だより�（2023年６月～2024年１月開催分）



伊
都
支
部

　
７
月
21
日
、
令
和
５
年
度
伊
都
支
部

総
会
を
「
山
水
荘
」
に
て
開
催
。
母
校

よ
り
加
留
部
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
川

畑
理
事
長
、
山
口
事
務
局
長
を
来
賓
に

迎
え
、
会
員
26
人
が
集
っ
た
。
懇
親
会

で
は
、
年
代
を
越
え
談
笑
し
、
終
始
活

気
溢
れ
た
雰
囲
気
の
中
で
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
最
後
は
万
歳
三
唱
で
会
を

締
め
括
り
閉

会
し
た
。
今

後
も
S
N
S

を
活
用
し
た

広
報
活
動
を

強
化
し
さ
ら

な
る
人
の
輪

を
広
げ
て
い

く
。

鳥
取
西
部
支
部

　
10
月
14
日
、
土
井
一
朗
（
工
56
）
さ

ん
が
経
営
す
る
「
海
王
」
に
て
鳥
取
西

部
支
部
総
会
を
開
催
。
17
人
の
い
つ
も

の
顔
ぶ
れ
が
参
加
し
た
が
、
若
い
会
員

の
参
加
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願

う
。
総
会
で
は
、決
算
の
報
告
を
承
認
、

懇
親
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を
報

告
、
笑
い
の

絶
え
な
い
時

間
と
な
っ

た
。
最
後
に

西
村
会
員
の

音
頭
に
よ
る

校
歌
斉
唱
と

来
年
の
再
会

を
約
束
し
閉

会
し
た
。

唐
津
支
部

　
７
月
22
日
、
第
17
回
唐
津
支
部
定
期

総
会
を
、
母
校
か
ら
森
山
副
学
長
、
有

信
会
よ
り
水
原
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、

会
員
含
め
総
勢
30
人
で
開
催
し
た
。（
会

員
28
人
）
総
会
で
は
森
山
副
学
長
よ
り

大
学
の
現
況
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

事
業
計
画
と
し
て
、唐
津
湾
一
帯
清
掃
、

八
日
会
、
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

等
を
計
画
し
、
更

な
る
会
員
増
強
に

向
け
て
取
り
組
む

こ
と
を
確
認
。
４

年
ぶ
り
に
会
い
満

面
の
笑
み
で
話
に

花
が
咲
き
、
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

山
口
支
部

　
10
月
14
日
、
湯
田
温
泉
の
か
め
福
オ

ン
プ
レ
イ
ス
に
て
４
年
ぶ
り
の
総
会
を

開
催
。
来
賓
に
母
校
か
ら
関
口
人
文
学

部
長
、
有
信
会
か
ら
水
原
理
事
を
迎

え
、
会
員
17
人
が
参
加
し
た
。
新
支
部

長
に
は
川
﨑
氏
（
法
53
）
を
選
任
。
澤

藤
前
支
部
長
、
山
本
幹
事
へ
の
追
悼
の

献
杯
を
し
懇
親
会
を
開
始
。
初
参
加
者

を
含
め
全
員
の
自
己
紹
介
で
懇
親
を
深

め
、
終
始
和
や

か
に
時
を
過
ご

し
た
。
来
年
の

支
部
創
立
50
周

年
の
記
念
総
会

に
向
け
て
会
員

の
増
強
を
誓
っ

た
。

大
野
城
支
部

　
７
月
22
日
、
一
品
香 

雑
餉
隈
店
に

て
第
21
回
定
期
総
会
を
開
催
、
母
校
か

ら
小
野
寺
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
瀬
尾

副
理
事
長
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
14
人

が
参
加
し
た
。
総
会
で
は
、
小
野
寺
副

学
長
か
ら
大
学
の
現
況
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。
懇

親
会
で
は
歓

談
と
自
己
紹

介
に
て
交
流

を
深
め
、
最

後
に
校
歌
斉

唱
、
熊
本
先

輩
の
万
歳
三

唱
に
て
閉
会

と
な
っ
た
。

宮
崎
県
支
部

　
10
月
14
日
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
第
39

回
宮
崎
県
支
部
総
会
を
、
ア
ー
ト
ホ
テ

ル
宮
崎
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
に
て
、
母
校
か

ら
林
理
学
部
長
、
有
信
会
か
ら
瀬
尾
副

理
事
長
を
迎
え
、
会
員
98
人
が
集
い
盛

大
に
開
催
。
サ
ッ
カ
ー
（
Ｊ
３
）「
テ

ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ
宮
崎
」
の
卒
業
生
も
参

加
し
、
サ
イ
ン
入

り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

会
員
か
ら
も
応
援

の
声
が
か
け
ら
れ

た
。
最
後
に
全
員

で
声
高
ら
か
に
校

歌
を
斉
唱
し
、
来

年
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
し
た
。

萩
支
部

　
８
月
26
日
、温
泉
の
宿 

萩
本
陣
に
て
、

４
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催
。
母
校
か
ら

加
留
部
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
川
畑
理

事
長
、
山
口
事
務
局
長
を
迎
え
、
会
員

27
人
が
集
っ
た
。
総
会
で
は
加
留
部
副

学
長
が
母
校
の
現
況
を
説
明
、
川
畑
理

事
長
が
自
身
の
戦
争
体
験
と
現
在
に
至

る
ま
で
の
人
生
観
に
つ
い
て
講
演
、
参

加
者
は
真
剣
に

耳
を
傾
け
た
。

最
後
に
校
歌
斉

唱
、
板
垣
副
支

部
長
の
エ
イ
エ

イ
オ
ー
コ
ー
ル

で
締
め
括
り
次

回
の
開
催
を
祈

念
し
閉
会
し
た
。

沖
縄
支
部

　
10
月
14
日
、
４
年
ぶ
り
の
沖
縄
支
部

総
会
を
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

に
て
会
員
13
人
で
開
催
。
コ
ロ
ナ
、
イ

ン
フ
ル
の
影
響
も
ま
だ
あ
り
有
信
会
か

ら
の
来
賓
は
控
え
た
。
野
原
支
部
長
か

ら
照
屋
新
支
部
長
（
医
60
）
に
バ
ト
ン

が
渡
さ
れ
、
９
年
間
の
野
原
支
部
長
の

功
績
を
称
え
た
。
久
し
ぶ
り
の
再
会
を

喜
び
会
話
も

弾
み
、
最
後

は
校
歌
を
高

ら
か
に
歌
い

閉
会
。
次
年

度
は
参
加
会

員
を
増
や
す

努
力
を
し
て

い
く
。

大
分
支
部

　
９
月
30
日
、
第
47
回
大
分
支
部
総
会

を
ト
キ
ハ
会
館
に
て
開
催
。
来
賓
と
し

て
母
校
か
ら
中
川
商
学
部
長
、
有
信
会

か
ら
川
畑
理
事
長
を
迎
え
、
会
員
１
０

５
人
が
集
っ
た
。
懇
親
会
で
は
、
豪
華

景
品
が
く
じ
引
き
さ
れ
、
歓
喜
喝
采
で

手
渡
さ
れ
た
。
最
後
に
全
員
で
肩
を
組

み
、
福
大
節
、
校
歌
を
大
合
唱
し
、
京

築
支
部
の
桝
谷
支
部
長
（
商
45
）
の
音

頭
で
万
歳
三
唱
し
閉
会
と
な
っ
た
。

直
鞍
支
部

　
10
月
20
日
、
エ
ク
セ
レ
ン
ト
ガ
ー
デ

ン
に
て
、
第
52
回
直
鞍
支
部
総
会
を
開

催
。
母
校
よ
り
加
留
部
副
学
長
、
有
信

会
よ
り
川
畑
理
事
長
、
近
隣
支
部
の
役

員
を
来
賓
に
迎
え
、
総
勢
65
人
が
４
年

ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
た
。
桝
谷
京
築
支

部
長
の
乾
杯
発
声
で
開
会
、「
た
け
は

る
お
」
の
も
の
ま

ね
シ
ョ
ー
な
ど
会

場
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
最
後

に
全
員
ス
テ
ー
ジ

に
登
壇
し
校
歌
を

斉
唱
、
村
上
田
川

支
部
長
の
万
歳
三

唱
で
閉
会
し
た
。

飯
塚
支
部

　
２
月
21
日
、「
グ
ラ
ン
ド
ベ
ル
ズ

飯
塚
」
に
て
、
母
校
か
ら
加
留
部
副

学
長
、
有
信
会
か
ら
川
畑
名
誉
理
事

長
、
大
野
理
事
長
、
近
隣
支
部
役
員

を
来
賓
に
総
勢
76
人
で
開
催
し
た
。

役
員
改
選
で
土
井
章
子
支
部
長
が
退

任
し
本
松
茂
輝
（
薬
45
）
新
支
部
長

が
承
認
さ
れ
た
。
懇
親
会
で
は
飯
塚

ふ
る
さ
と
応
援
大
使
や
福
大
卒
業
生

も
所
属
の
エ
ン

タ
メ
ユ
ニ
ッ
ト

「
ト
キ
ヲ
イ
キ

ル
」
が
歌
や
踊

り
で
会
場
を
大

い
に
盛
り
上
げ

た
。
来
年
の
第

80
回
総
会
に
向

け
新
役
員
で
頑

張
っ
て
い
く
。

詳しくは有信会ホームページ・「各支部より」をご覧ください。 有信会 検索
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鹿
児
島
支
部

　
10
月
21
日
、
鹿
児
島
支
部
総
会
を
鹿

児
島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
４
年

ぶ
り
に
開
催
。
母
校
の
小
野
寺
副
学

長
、
有
信
会
の
川
畑
理
事
長
を
来
賓
に

迎
え
、
会
員
１
２
０
人
が
集
っ
た
。
７

人
制
ラ
グ
ビ
ー
リ
オ
五
輪
日
本
代
表
の

桑
水
流
裕
策
氏
（
ス
ポ
Ｈ
20
）
か
ら
鹿

児
島
国
体
参
加
の
報
告
が
あ
っ
た
。
水

溜
氏
（
商
51
）、
下

野
氏
（
商
58
）
の
ト

ン
ビ
が
舞
う
中
、
初

参
加
で
応
援
団
出
身

の
園
田
氏
（
経
済
Ｒ

４
）
が
力
強
い
エ
ー

ル
を
切
り
、
万
歳
三

唱
で
来
年
の
再
会
を

誓
い
閉
会
し
た
。

大
阪
支
部

　
11
月
18
日
、
ニ
ュ
ー
オ
ー
サ
カ
ホ
テ

ル
新
大
阪
に
て
第
76
回
と
な
る
大
阪
支

部
総
会
を
３
部
構
成
で
開
催
。
来
賓
と

し
て
母
校
の
森
山
副
学
長
、
有
信
会
の

石
川
理
事
を
迎
え
、
第
１
部
は
小
宮

氏
（
法
59
）
が
「
い
つ
ま
で
も
元
気
な

操
体
法
」
の
講
演
、
第
２
部
は
母
校
や

有
信
会
の
現
況
を

聞
い
た
。
第
３
部

は
懇
親
会
で
初
参

加
者
ら
会
員
自
己

紹
介
、
名
刺
交
換

を
し
、
終
始
に
ぎ

や
か
に
盛
り
上
が

り
、
有
志
で
二
次

会
へ
繰
り
出
し

た
。

熊
本
支
部

　
11
月
７
日
、
第
48
回
熊
本
支
部
総
会

を
鶴
屋
百
貨
店
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ

ン
で
開
催
。
母
校
か
ら
小
玉
医
学
部

長
、
有
信
会
か
ら
石
村
前
理
事
長
、
松

原
理
事
を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
51
人
が

参
加
し
た
。
石
村
前
理
事
長
よ
り
「
七

隈
の
学
び
～
夢
を
生
徒
と
共
有
す
る
教

職
～
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
っ
た
。
中

西
支
部
長
の
退
任

で
中
野
新
支
部
長

が
誕
生
、
初
参
加

者
の
ス
ピ
ー
チ
な

ど
懇
親
を
深
め
、

寺
地
さ
ん
（
経
済

39
）
の
万
歳
三
唱

に
て
盛
会
裏
に
閉

会
し
た
。

宇
部
支
部

　
11
月
24
日
、
宇
部
支
部
総
会
を
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
宇
部
に

て
、
有
信
会
か
ら
石
川
理
事
を
来
賓
に

迎
え
、
会
員
含
め
総
勢
23
人
で
開
催
。

役
員
改
正
で
新
支
部
長
に
真
宅
氏
（
法

55
）、
新
事
務
局
長
に
古
西
氏
（
法
Ｈ

元
）
が
就
任
し

た
。
懇
親
会
で

は
学
生
時
代
の

思
い
出
話
に
大

い
に
盛
り
上
が

り
、
親
交
を
深

め
、
最
後
に
校

歌
を
声
高
ら
か

に
斉
唱
し
、
記

念
写
真
撮
影
で

幕
を
閉
じ
た
。

京
築
支
部

　
11
月
11
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
第
５
類
に
分
類
さ
れ
、
母
校
か
ら
小

野
寺
副
学
長
、
有
信
会
か
ら
川
畑
理
事

長
、
近
隣
支
部
か
ら
19
人
の
来
賓
を
迎

え
、
令
和
５
年
度
京
築
支
部
総
会
を
開

催
し
た
。
会
員
参
加
は
22
人
と
少
な

か
っ
た
が
、

久
し
ぶ
り
の

再
会
に
近
況

報
告
な
ど
楽

し
く
交
流
を

深
め
た
。
来

年
度
の
総
会

は
多
く
の
会

員
が
集
う
こ

と
を
期
待
す

る
。

岩
国
支
部

　
11
月
25
日
、
岩
国
支
部
総
会
を
会
員

13
人
が
参
加
し
、
割
烹
喜
代
で
恒
例
の

フ
グ
懐
石
を
い
た
だ
き
な
が
ら
開
催
し

た
。
学
生
時
代
を
懐
か
し
み
旧
交
を

暖
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
岩
国
支
部

は
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
会
員
同
士
が

家
族
ぐ
る
み

の
付
き
合
い

で
長
き
に
渡

り
存
続
し
て

い
る
。
今
後

も
、
今
ま
で

以
上
に
支
部

会
員
の
絆
を

深
め
て
い
き

た
い
。

日
田
支
部

　
11
月
12
日
、
４
年
ぶ
り
に
日
田
支
部

総
会
を
開
催
。
母
校
か
ら
朔
学
長
、
有

信
会
か
ら
川
畑
理
事
長
を
来
賓
に
迎

え
、
日
田
市
名
物
の
天
領
祭
り
と
千
年

明
か
り
を
見
物
後
、
亀
山
亭
ホ
テ
ル
に

て
総
会
を
開
催
。
役
員
改
正
で
川
﨑
支

部
長
（
商
51
）
か
ら
鬼
木
新
支
部
長
（
医

53
）
へ
の
交
代

を
承
認
。
来
年

度
は
、
５
月
末

の
観
光
祭
・
川

開
き
で
鮎
解
禁

の
日
の
三
隈
川

で
花
火
の
打
ち

上
げ
を
見
な
が

ら
総
会
を
開
催

す
る
予
定
。

香
川
県
支
部

　
11
月
25
日
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

高
松
に
て
、母
校
か
ら
山
下
法
学
部
長
、

有
信
会
の
松
原
理
事
、
来
賓
ゲ
ス
ト
と

17
人
の
会
員
で
４
年
ぶ
り
に
開
催
。
髙

木
支
部
長
が
３
年
間
の
総
会
中
断
の
経

緯
説
明
が
あ
っ
た
。
来
賓
の
松
原
理
事

に
「
変
貌
す
る
天
神
ビ
ッ
グ
バ
ン
」
に

つ
い
て
詳
し
い
解
説
が
あ
り
、
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
懇
親

会
で
は
、
和
洋

折
衷
の
讃
岐
料

理
と
地
元
の
銘

酒
で
楽
し
み
、

会
員
同
士
の
交

流
後
、
万
歳
三

唱
で
総
会
は
終

了
し
た
。

下
関
支
部

　
11
月
18
日
、
シ
ー
モ
ー
ル
パ
レ
ス
に

て
、
母
校
か
ら
田
中
副
学
長
、
有
信
会

か
ら
石
橋
理
事
、
北
九
州
支
部
の
役
員

を
来
賓
に
迎
え
、
会
員
48
人
で
、
４
年

ぶ
り
に
総
会
を
開
催
。
大
学
や
有
信
会

の
現
状
、
北
九
州
支
部
の
活
動
に
つ

い
て
話
を
伺
っ
た
。
伝
統
の
下
関
支

部
フ
ル
ー
ツ
争
奪
戦
で
は
、
く
じ
引

き
に
一
喜
一

憂
、
充
実
し

た
時
間
を
過

ご
し
た
。
来

年
度
は
11
月

15
日
、
シ
ー

モ
ー
ル
パ
レ

ス
に
て
開
催

予
定
。

神
戸
支
部

　
12
月
９
日
、
４
年
ぶ
り
の
総
会
を
元

町
の
中
華
料
理
「
東
光
」
に
て
開
催
。

出
席
者
は
10
人
。
懇
親
会
は
大
阪
支

部
・
原
支
部
長
の
音
頭
で
乾
杯
し
、
会

員
の
近
況
報
告
、
母
校
の
話
し
に
花
が

咲
い
た
。
関
西
地
区
を
代
表
し
て
大

阪
支
部
の
原
支
部
長
が
各
支
部
の
活

動
状
況
を
報
告
。

「
神
戸
支
部
の
活

動
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
」
と
の
来
年

度
へ
向
け
た
多
数

の
意
見
に
、
役
員

一
同
、
期
待
に
沿

う
よ
う
努
力
す
る

こ
と
を
約
束
し
散

会
し
た
。

支部だより�（2023年６月～2024年１月開催分）
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◆有信会の主なスケジュール◆

月日 予定行事

4/  1 大学入学式

中 会計・業務監査

下 第１回理事会

5/11 糟屋支部総会

13 在学生との懇談会

17 北九州支部総会

18 筑紫野支部総会（20周年）

〃 太宰府支部総会（20周年）

19 日田支部総会

25 工学部（電気） 「福電会」 同窓会総会

中 奈良支部総会

〃 大牟田支部総会

下 古賀支部総会

〃 佐賀支部総会

6/  1 東京支部総会

〃 伊万里有田支部総会

15 東海支部総会

上 第２回理事会

中 周南支部総会

〃 浮羽支部総会

下 長崎支部総会

7/  6 大野城支部総会

〃 医学部 「烏帽子会」 同窓会総会

19 久留米支部総会

上〜下 伊都支部総会

上 太宰府支部総会

〃 諫早支部総会

中 唐津支部総会

〃 佐世保支部総会

〃 別府支部総会

8/下 岡山支部総会

〃 萩支部総会

9/  6 豊和銀行支部総会

14 田川支部総会

上〜下 商学部同窓会総会

下 神戸支部総会

下 島根東部支部総会

［注］上中下は上旬、中旬、下旬
スケジュール等に変更がある場合が
ありますので、事前にご確認くださ
い。

令和６年度　事 業 計 画 書
一般社団法人福岡大学同窓会有信会は、昭和12年3月に福岡大学の前身福岡高等商業学校第一回生の卒業

と同時に発足し、名称を「友信会」とした。昭和27年5月25日に「有信会」に名称変更し、文部省（現文部
科学省）の許可を得て昭和30年2月1日社団法人有信会として発足し、公益法人制度改革三法の施行により、
内閣総理大臣の認可を得て平成25年4月1日に一般社団法人に移行し、一般社団法人福岡大学同窓会有信会（以
下「有信会」という。）に名称変更した。
本年度は、同窓会発足から87年目、社団法人発足から69年目、一般社団法人移行から11年目を迎えること

になる。
有信会は、母校のご理解と支援により活動を継続しているが、今後も、会員相互の情報交換、親睦、異業

種交流等をもって同窓会の活性化を図ると共に、大学との協議、連携を継続し、卒業生と母校の絆をより強
固なものになるよう努め、もって母校の更なる発展充実に寄与する。
同時に、地域に受け入れられる公益活動等を継続し、団体としての社会的責任を果たす。
昨年5月に新型コロナウイルス感染症の位置づけが、季節性インフルエンザと同じ5類に変更され、昨年度

は、有信会の事業も4年ぶりに開催することができた。
令和6年度は、コロナ禍の経験を活かし、コロナ禍前のように有信会事業が展開できるようにする。

１　母校への支援
母校及び在学生への支援を行う。

⑴母校及び在学生への経済的支援等　母校において、卒業生を母校に迎える「ホームカミングデー」を大
学との共催により令和6年11月初旬に行う。
母校在学生の課外活動への支援、対外試合での応援を同窓会会員に呼びかける。

⑵在学生との懇談会を行う。　同年5月13日（月）、ホテルニューオータニ博多において在学生との懇談会
を行う。在学生は有信会にとって準会員であり、卒業後は有信会の会員になることから、有信会構成員
の後継者としての自覚を促し、指導的人材の育成にも取り組む必要がある。
学友会所属部員の学生、一般学生及び留学生にも参加を呼びかけ参加学生が、地域経済、文化芸術、そ
の他の部門で活躍されている指導的役割を果たしている多くの卒業生と「実業界の現状と展望」、「就職
への心構え」、「社会性の涵養」等につき忌憚のない意見を交わす有意義な情報交換の場にすると共に、
卒業後は同窓会組織としての有信会活動に積極的に参加しやすい広報活動を行う。
令和6年度の講師は、平成20年スポーツ科学部卒業の元7人制ラクビー日本代表　桑水流裕策氏にお願い
している。

⑶就職支援ガイダンス等を行う。　在学生と有信会会員との就職相談会、専門職有資格者による国家資格
取得への支援ガイダンス等について、母校キャリアセンターの活動等を積極的に支援する。

⑷母校のエクステンション活動及び情宣活動を支援する。
２　公益活動の推進

地域社会との連携を深める。また地域福祉を含めた公益活動を実施する。
⑴講演会の開催　令和6年6月29日（土）、ホテルニューオータニ博多において、会員大会開催当日、一般市
民も参加可能な「公開講演会」を開催する。
講師　　未定

⑵社会福祉活動　有信ゴルフ会は、秋季にチャリティーゴルフ大会を開催し、チャリティー募金を福祉施
設等に寄贈する。

⑶学友会ＯＢ会や各支部での各種ボランティア活動を支援する。
３　事業活動の充実と会員相互の親睦強化

⑴在学生との懇談会　前記のとおり。
⑵ホームカミングデー　前記のとおり。
⑶会員大会　令和6年6月29日（土）、ホテルニューオータニ博多において行う。
支部長会、代議員総会にて令和5年度事業報告及び決算報告を行い、講演会終了後、懇親会を開催する。

⑷有信チャリティーゴルフ大会　前記のとおり。
⑸新年賀詞交換会　令和7年1月22日（水）、ホテルニューオータニ博多において行う。
⑹有信八日会　会員の懇親、情報交換、異業種交流等の目的で「有信八日会」を年9回開催する。
4月、7月、8月、9月、10月、11月、12月、2月及び3月に開催する。

４　各種会議・会合の有効な運営
各種会議・会合を必要に応じ開催し、組織の活性化に努める。

⑴理事会　年5回ないし6回開催する。有信会活動に関連する重要事項を精査のうえ審議し、業務の円滑化
に努める。

⑵定時代議員総会　令和6年6月29日（土）、ホテルニューオータニ博多において行う。
主たる議題は、令和5年度事業報告及び決算書類等の承認である。

⑶地域・職域支部長会　同年6月29日（土）、ホテルニューオータニ博多において行う。
⑷各委員会　有信会の活動分野ごとに設けている委員会を必要に応じて開催する。諸問題の協議内容の充
実と円滑な推進を図る。

⑸母校福岡大学との連絡会議　母校と有信会との意思疎通を図るため、必要に応じ関係役職者や関係部局
と連絡会議を行う。

５　広報活動の充実
全国の有信会会員に広報紙「有信」とホームページを通して、有信会の運営方針や活動状況、各支部の活動、
母校の現況などを発信する。「親しみやすく、分かりやすい」広報になるよう努める。

⑴広報紙「有信」　活字媒体としての広報紙「有信」は、会務報告、会員の活動情報、支部の活動状況報告
等についてホームページと連携しつつ、多面的かつ掘り下げた内容になるように充実した紙面を目指す。

⑵ホームページ　令和元年度にリニューアルしたホームページの内容の更新に努め、会員に最新の情報を
届けると共に、各種行事や支部の行事予定、会員提供による企業情報等を充実、学生の顕著な活躍や成
績のタイムリーな掲載に努める。また、学生の活動状況を知るために母校ホームページのアクセスが簡
単にできるように努める。より使いやすいホームページを目指し、随時見直しを図っていく。

６　組織の活性化
有信会を支えるのは、各地域支部、職域支部及び学部同窓会であり、また、学友会ＯＢ会である。これ
らの組織を相互に有機的に機能させ、若年層及び女性会員が参加しやすい企画を立案すると共に、異業
種間の交流の促進を図る。その他、会員が気軽に有信会活動に参加できる環境、情報をあらゆる組織を
通して提供するように努め、もって有信会自体の行事への参加者増加につなげていく創意工夫をする。

７　会員データベースの充実と情報管理体制の徹底
会員データベースは、同窓会活動の源になる情報であり、広報、各種会合案内や終身会費納入願いの送
付に欠かせないものである。個人情報保護法を遵守して個人データの取得、その管理に遺漏のないよう
に努める。

８　財政基盤の強化
⑴終身会費徴収の徹底　終身会費は、同窓会活動を行う上で大切な財源である。平成27年度以降の卒業生
については、大学による全額委託徴収が行われているが、それ以前の卒業生については、終身会費の未
納者が存在する。
未納者には、広報紙「有信」やホームページ等を活用して納付を働きかける。

⑵経費節減の努力　経費節減に努め、事業活動においても効率的な運営を行うように努める。
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令和６年度　収 支 予 算 書
令和６年４月１日から 令和７年３月31日まで

単位：円

科　　　目 予算額（Ａ） 前年度予算額（Ｂ）

Ⅰ　事業活動収支の部

１　事業活動収入

①財産運用収入

財産運用収入 11,000 51,000

②会費収入

会費収入⑴ 128,580,000 130,402,500

会費収入⑵ 3,500,000 4,000,000

③負担金収入 2,720,000 2,720,000

④有信共益事業収入

有信八日会収入 3,700,000 3,700,000

有信ゴルフ会収入 1,950,000 1,950,000

⑤雑収入 1,000 1,000

事業活動収入計 140,462,000 142,824,500

２　事業活動支出

①事業費支出

母校援助費支出 28,400,000 30,400,000

広報紙発行費支出 31,670,000 30,550,000

ＩＴ事業費支出 4,300,000 4,300,000

会員大会費支出 5,230,000 5,230,000

講演会費支出 4,470,000 1,820,000

新年賀詞交換会支出 2,695,000 2,673,000

支部援助費支出 15,870,000 17,420,000

有信共益事業支出

有信八日会支出 3,700,000 3,700,000

有信ゴルフ会支出 1,950,000 1,950,000

事業費支出計 98,285,000 98,043,000

②管理費支出

給料手当支出 16,970,000 17,270,000

福利厚生費支出 2,490,000 2,490,000

退職金支出 0 6,269,000

会議費支出 5,550,000 4,530,000

旅費交通費支出 3,925,000 3,825,000

通信運搬費支出 2,230,000 1,830,000

消耗品費支出 870,000 860,000

印刷製本費支出 2,780,000 3,050,000

賃借料支出 900,000 900,000

光熱費支出 250,000 250,000

支払手数料支出 250,000 250,000

公租公課 70,000 70,000

雑費支出 4,310,000 4,310,000

管理費支出計 40,595,000 45,904,000

事業活動支出計 138,880,000 143,947,000

事業活動収支差額 1,582,000 △1,122,500

Ⅱ　投資活動収支の部

１　投資活動収入

①退職給付引当預金取崩収入 0 6,269,000

投資活動収入 計 0 6,269,000

2 　投資活動支出

①特定資産引当資産支出

退職給付引当預金支出 567,000 1,058,000

②固定資産取得支出

事業積立金Ⅰ繰入支出 30,000,000 30,000,000

什器備品取得支出 500,000 1,000,000

投資活動支出計 31,067,000 32,058,000

投資活動収支差額 △31,067,000 △25,789,000

Ⅲ　財務活動収支の部

１　その他の収入

前受会費収入 98,175,000 96,825,000

その他の収入計 98,175,000 96,825,000

2　収入調整勘定支出

前受会費調整支出 97,425,000 98,782,500

収入調整勘定支出計 97,425,000 98,782,500

財務活動収支差額 750,000 △1,957,500

Ⅳ　予備費支出 3,000,000 3,000,000

当期収支差額 △31,735,000 △31,869,000

前期繰越収支差額 289,829,993 284,845,320

次期繰越収支差額 258,094,993 252,976,320

（注）収支予算書に対する注記
・前期繰越収支差額

令和６年度収支予算書における前期繰越収支差額は、令和５年度決算書
（令和６年３月31日）の決算見込み額で計上している
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